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　近年，自分の容姿を気にする人たちが増えてきて
いる。容姿を気にしている世代として青年期が多い
ことが報告されている。青年期女子は，マスメディ
アからの外見に関する情報を取り込んでいく過程で，
理想と現実とのギャップに気づき，自己に対して否
定的な身体像を抱いているという（田中，1999）。こ
のような自分の容姿を理想に近づけようとしても近
づけないことが容姿についての悩みを助長させてい
ることも考えられる。また近年では女性のみならず，
青年期男子においても容姿に対する悩みをもつ者が
増えてきている（内閣府，2018）。子ども家庭庁（2023）
による，我が国と諸外国の13歳から29歳までの男
女約　1000 名を対象にした調査では，現在の悩み
や心配ごとについて，「容姿のこと」への「心配」は
21.8％であり，前回調査（2018）の20.1％よりも増加

している。矢倉・笠置・南（1996）の，小学校高学
年から大学生男子を対象とした調査においては，い
ずれの年齢でも痩せ型の体型を理想とする者が存在
し，特に大学生男子に顕著であることが明らかにさ
れている。朝日新聞デジタル（2017）が購読者を対
象に行った調査によると，「あなたは，自分の見た目
を気にしていますか」という質問に対し８割が自分
の見た目を気にしていることも報告されている。ま
た同調査において，「今の社会では人は見た目で判
断されると思いますか」という質問に対し，「強くそ
う思う」が54.4％，「ある程度そう思う」が54.4％，
８割が見た目で判断されていると認識されている。
この背景には，人を見た目で判断したり，容姿を理
由に差別したりするルッキズム（外見至上主義）が
あるという指摘もある（NHK，2022）。ルッキズムと
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は「外見にもとづく差別または偏見」と定義されて
いる（Dictionary，2012）

醜形恐怖心性とメディア・SNS
　この容姿への偏見や差別の背景にはメディアや
ソーシャルネットワーキングサービス（以下，SNS）
が関連していることも指摘されている。青年期女子
は，マスメディアからの外見に関する情報を取り込
んでいく過程で，理想と現実とのギャップに気づき，
自己に対して否定的な身体像を抱いている（田中，
1999）。近年は，スマートフォンの普及によりSNSを
利用している人がほとんどである。家族や友人と連
絡を取るだけでなく，閲覧することで情報を得るこ
とにも活用される。また自ら投稿をして楽しむ人も
増えている。SNSにも様々なツールがある。例えば，
Twitter，Instagram，LINE，TikTok，Facebook
など用途もそれぞれ異なる。SNSを利用する人の中
にはSNSが自分の居場所となっている人も多いとい
う。藤野（2017）のSNSを介したインターネット上
での心理的居場所について検討した研究において，
インターネット上と現実の居場所感に差はなく，イ
ンターネット上においても居場所を感じていること
が明らかになっている。そのようなSNS上にアップ
された写真を見て顔や体型を批判されることで，容
姿をより気にするようになる（Yahoo!ニュース，
2024）。自分の容姿を理想に近づけようとしても近づ
けないことが容姿についての悩みを助長させている
ことも考えられる。
　このような健常者における容姿に対するこだわり
を大村（2015）は，醜形恐怖心性と名付け，『自己
の容姿に対する強いこだわりであり，容姿全体ある
いは一部分に強い関心を向ける傾向』と定義してい
る。一方で，病理においては身体醜形症という病が
ある。鍋田（2004）は，身体醜形症を客観的には醜
くないと思われる容姿について，“異様に醜い”と悩
む病態であるとしている。醜形恐怖症はDSM-5-TR

（APA, 2022　高橋・大野　2023）においては強迫
症及び関連症群の１つである身体醜形症に位置づけ

られている。現代においては，身体醜形症まではい
かないものの，先述した健常者における容姿へのこ
だわりである醜形恐怖心性を有している若者が増加
傾向していることも指摘されている（大村他，
2015）。このような容姿へのこだわりに性差はなく
なってきており，近年では女性のみならず，青年期
男子においても容姿に対する悩みをもつ者が増えて
いる（内閣府，2018）。

目　的

　そこで本研究では，容姿へのこだわりとSNSの利
用状況ついて検討していくことを目的とする。

方　法

調査対象者および手続き
　2023年７月，都内の大学２において，授業時間中
にGoogleフォームを用いてオンライン上でアンケー
トに回答を求めた。回答時間は約15分であった。な
お実施に際して，本調査は強制ではないこと，回答
内容は統計的に処理され個人情報が漏洩する心配
のないことを質問紙に明記した上で，口頭で教示し
た。質問紙を回収した後，調査の目的について簡単
に説明した。
調査内容
　SNSについての質問　SNSの利用状況について
下記の質問項目で回答を求めた。①「使用中のSNS
ツールを選択してください：Twitter，Instagram，
LINE，TikTok，Facebook（選択式）」②「ほかに
どのようなSNSツールを利用していますか？（自由
記述）」③「上記のSNSを１日どれぐらい使用して
いますか（自由記述）」
　醜形恐怖心性尺度（９項目）　大村他（2014）によっ
て，醜形恐怖心性を測定するために作成された尺度
である。容姿に対する評価懸念は「人から褒められ
たいから容姿に気を使う」「人に嫌われたくないから
容姿に気を使う」などの５項目からなり，容姿に対
する関心集中は「容姿よりも体力があるかどうかに
関心がある（逆転項目）」「私は自分の容姿について
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はめったに考えない（逆転項目）」などの４項目から
なり，全９項目で構成されている。作成者により再
検査信頼性および収束的妥当性，弁別的妥当性，併
存的妥当性が確認されている。回答は“非常にあて
はまる（５）”から“全くあてはまらない（１）”まで
の５段階評定で求めた。
　
結　果

　全調査から計311名を分析対象とした。うち男性
は104名（M = 19.04歳，SD = 1.05），女性は207名

（M = 19.00歳, SD =1.24）である。

SNSツールの利用者数
　各SNSツールの利用状況を利用者人数順に表に
示す（Table 1）。利用者数は，「LINE」「Instagram」

「Twitter」「TikTok」「Facebook」「Discord」「BeReal」
「YouTube」「Threads」「Misskey」「Bondee」の順
に多かった。「Instagram」「Twitter」も使用者数は
８割を超える結果であった。一方で，「TikTok」に
関 し て は 半 数 を 満 た ず，「LINE」「Instagram」

「Twitter」と比較して使用率が低い結果であった。
「Facebook」から下は１割を満たない結果であった。

Table 1　SNSツールの利用者数

Table 2　SNSツールごとの醜形恐怖心性要約統計量
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　醜形恐怖心性の高群低群とSNS利用時間および
SNS使用ツール数について男女別に平均値と標準偏
差を検討した（Table 4，Table 5）。
　その結果，女性ではSNS使用ツール数において醜
形恐怖心性高群の平均が3.63であったのに対し，醜
形恐怖心性低群のツール数の平均は3.30と低かった

　使用しているSNSツールごとに醜形恐怖心性の平
均値を全体および男女別に算出した（Table 2）。そ
の 結 果，「TikTok」 は33.06，「Misskey」 は33.00，

「BeReal」は32.20，「Threads」は32.00，「Discord」
は31.73，「Instagram」は30.98，「Twitter」は30.76，

「LINE」 で30.56と な り，「Facebook」「YouTube」
「Bondee」「BAND」「推しごと」「whoo」「pixiv」は
30を下回っていた。
　女性において，「TikTok」は33.49，「BeReal」は
33.43，「Misskey」 は33.00，「Threads」 は32.40，

「Discord」は32.14，「YouTube」は31.80，「Instagram」
は31.63，「Twitter」は31.37，「LINE」で31.18となり，

「Facebook」「BAND」「推しごと」「Bondee」「pixiv」
「whoo」は30を下回っていた。男性において，
「TRUTH Social」 は38.00，「TikTok」 は31.67，
「Discord」は31.67，「Threads」は31.00，は30.98と
な り，「Instagram」「Twitter」「BeReal」「LINE」

（t =-4.10, df =-0.38, p<.01）。またSNS利用時間にお
いては，醜形恐怖心性高群の利用時間の平均が
243.49であったのに対し，醜形恐怖心性低群の利用
時間の平均は169.78と低かった（t =-3.45, df =-0.60, 
p<.01）。

「Bondee」「Facebook」「YouTube」は30を下回っ
ていた。また「Misskey」「BAND」「推しごと」「whoo」

「pixiv」は該当者がいなかった。

SNS利用状況と醜形恐怖心性
　醜形恐怖心性の高群低群とSNS利用時間および
SNS使用ツール数について平均値と標準偏差を検討
した（Table 3）。
　その結果，SNS使用ツール数においては醜形恐怖
心性高群の平均が3.58であったのに対し，醜形恐怖
心性低群のツール数の平均は3.15と低かった（t 
=-4.10 , df = -0.42, p<.01）。またSNS利用時間にお
いては，醜形恐怖心性高群の利用時間の平均が
225.81であったのに対し，醜形恐怖心性低群の利用
時間の平均は169.58と低かった（t =-3.45, df =-0.39, 
p<.01）。

Table 3　全体の記述統計量

Table 4 女性における記述統計量
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Table 5　男性における記述統計量

　一方，男性ではSNS使用ツール数において醜形
恐怖心性高群の平均が3.43であったのに対し，醜形
恐怖心性低群のツール数の平均は2.95と低かった（t 
=-2.50, df =-0.50, p<.05）。またSNS利用時間におい

ては，醜形恐怖心性高群の利用時間の平均が175.71
であったのに対し，醜形恐怖心性低群の利用時間の
平均は169.29と有意な差は見られなかった（t =-0.18, 
df =-0.04, ns）。

考　察

　本研究では，容姿へのこだわりとSNSの利用状況
ついて検討した。具体的には，醜形恐怖心性の高低
におけるSNS利用時間およびSNS使用ツール数の
違いを検討した。その結果，SNS使用ツール数にお
いて醜形恐怖心性が高い人の方が醜形恐怖心性が
低い人と比較してSNSツール数が多いことが明らか
になった。またSNS利用時間において醜形恐怖心性
が高い人の方が醜形恐怖心性が低い人と比較して
SNS利用時間が長いことが明らかになった。
　次に男女別に醜形恐怖心性の高低におけるSNS
利用時間およびSNS使用ツール数の違いを検討し
た。その結果，女性ではSNS使用ツール数において
醜形恐怖心性が高い人の方が醜形恐怖心性が低い
人と比較してSNSツール数が多いことが明らかに
なった。またSNS利用時間において醜形恐怖心性が
高い人の方が醜形恐怖心性が低い人と比較して
SNS利用時間が長いことが明らかになった。
　男性ではSNS使用ツール数において醜形恐怖心
性が高い人の方が醜形恐怖心性が低い人と比較し
てSNSツール数が多いことが明らかになった。一方
でSNS利用時間においては，醜形恐怖心性が高い
人と低い人で差は認められなかった。すなわち男性
において，SNSを利用していてもその時間数からは

醜形恐怖心性に関係しておらず，むしろ使用ツール
数が多いことが関係しているといえる。
　本研究では，青年期男女が使用するSNSの利用
状況および容姿へのこだわりについて検討した。女
性において特にSNSのツール数が多いほど，また利
用時間が長いほど，醜形恐怖心性が高いことが明ら
かになった。容姿にこだわること自体は不健全では
ないものの，それによりメンタルヘルスが低下する
場合があることがこれまで指摘されてきた（大村，
2015，大村・沢宮，2024）。メンタルヘルスが低下し
た場合，前出のように自分に容姿について醜いと悩
む身体醜形症を発症する可能性もある。本研究の結
果はSNS利用の仕方にアプローチすることで，容姿
へのこだわりに伴うメンタルヘルス低下への予防策
になり得ると考える。一方で，本研究では使用して
いるSNSツールごとの時間数を把握できなかったこ
とから，SNSツールごとの利用時間と醜形恐怖心性
との関連を検討できなかった。今後はSNSツールご
との時間数と醜形恐怖心性や他の心理特性との関連
を検討していくことで，容姿に悩む若者への臨床的
支援に役立てたいと考える。

利益相反
　申告すべきものは無い。
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